
令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域づくり支援機能を強
化し、市民との協働によ
り地域の諸課題を解決す
る。

• 集落支援事業
（集落支援員２名の配
置）

• 市民協働による移住
定住の促進

① 集落支援員を中心に
旧小学校エリアでの
地域活動を支援する
ことにより広域で支
えあう仕組みづくり
が構築される。

② 各地域のＩＪＵ応援
団と協働し移住定住
の促進に積極的に取
り組むことにより、
地域活動の担い手が
確保され、集落機能
の維持・活性化が図
られる。

① 地域活動が定着している
地域は、持続可能な活動
になるように支援してい
く。また、阿賀地区、秋
掛地区においては、農林
建設課と連携した特産品
開発や、教育委員会と連
携した地域の史跡調査な
ど、県事業を活用した取
組を支援し、持続可能な
地域づくりを進める。

② ＩＪＵ応援団との協働に
より空き家の情報の収集
と調査を進め、移住者に
対してはＩＪＵ応援団や
管内各課と連携の上、定
着に向けて支援する。

美和総合支所地域振興課 設定者 課長 原田 忠信
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生活交通バスが便利で利
用しやすく将来にわたり
持続可能なものとするた
めに運行の適正化を図る。

生活交通バス運行最適化 バス路線再編の検証を随
時行うことにより、効率
的・効果的で誰もが安心
して快適に利用できる公
共交通サービス環境を提
供する。

① バス利用者からの意見や
苦情の情報を収集し整理
するとともに、運行計画
の点検・評価を行い、必
要であれば改善する。

② 美和病院移転開院に伴う
運行について、本郷地域
を含む利便性の向上を、
病院・本郷支所・教育委
員会と連携し進める。

弥栄湖を中心とした観光
拠点の充実により交流人
口の拡大を図る。

• 観光拠点地域の活性
化

• 地域おこし協力隊派
遣事業

• 観光から移住へとつ
なげていく取組

弥栄湖周辺移設の機能向
上及び外部人材の活用に
よる魅力的な観光拠点づ
くりを目指すことにより、
都市部との交流が促進さ
れ、観光客数や交流人口
が増加する。

① 利用状況や利用者の意見
を整理し運営方針の点
検・評価を行い改善する。

② 住民と管内各課と協働で、
観光資源の見直しを行う。

③ 外部人材と連携し、観光
客に対して美和地域の情
報や空き家情報などを積
極的にＰＲする。

防災意識の醸成を図り、
災害時に迅速に対応でき
るようにする。

市民協働による自主防災
事業

各地域で避難計画や緊急
連絡網を整備することに
より、互助、共助機能が
発揮され、災害時に迅速
に対応できる。

① 自治会連合会と連携し、
各地域の緊急連絡網の作
成・支援を行う。

② 自治会連合会と協働し地
域防災についての研修会
を開催する。

美和総合支所地域振興課 設定者 課長 原田 忠信
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市民から満足を得られる
よう窓口サービスを提供
する。

• 職員の意識改革と資
質・能力の向上を図
る。

• 業務改善

• 職員の資質・能力向上
により市民から信頼さ
れる。

• 業務改善により、効率
的、効果的に業務を推
進する。

• コンプライアンスの遵守
• 業務に関わる法的根拠の確
認

• 接遇・業務改善について課
題の確認、検証、改善策の
検討、実施

地域との協働、庁内の連
携により、適切な住民
サービスを提供する。

• 地域団体との密接な
連携

• 行政課題に対する庁
内の連携

地域からの意見・要望に
対する行政課題を各課の
連携により解決、実現を
目指す。

• 課題点の整理、情報共有
• 解決策の検討、実施

市民福祉課 設定者 課長 山田 博之
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地域農業を支える担い手
の育成、支援

• 担い手農家等の経営
基盤安定

• 荒廃農地の防止

• 担い手や集落営農法人
の経営が安定し、地域
農業が持続している。

• 農地や森林の荒廃が減
少し生活環境が保全さ
れている。

• 日本型直接支払制度の推進
• 地域計画を活用した担い手
支援

• 経営所得安定対策事業の支
援

• 鳥獣被害対策

地域特産物の産地振興 「岸根ぐり」の生産基盤
強化と収益性の向上

• 担い手の確保、生産基
盤の整備により生産量
が安定している。

• 地域や多様な人材が連
携し、青果や加工品の
知名度、付加価値が向
上している。

• 地域おこし協力隊の導入や
関係団体と協働による産地
振興の組織づくり

• 優良系統樹の保全と母樹園
の適正管理

• 栗保冷庫の改修

生活道路の安全性と利便
性の確保

• 市道（生活道路）の
適正な維持管理

• 交通安全施設等の整
備

生活インフラが安全に機
能している。

• 日常の巡回点検を実施し、
異常個所の早期の発見、対
応に努める。

• 地域からの要望や苦情に速
やかに対応する。

• 道路、河川の関係機関との
連携

中山間地域の生活環境向
上

飲料水供給施設等の改修
及び適正管理

地域の生活環境が改善さ
れ安心して暮らすことが
できる。

• 飲料水供給施設等の維持管
理と改良

• 営農飲雑用水施設の整備推
進

美和総合支所農林建設課 設定者 課長 田中 英司
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地域での住民サービスを
維持するため、災害時な
どの緊急時には職員が互
いに連携・協力して、災
害対応の施策を推進する。

災害時など緊急時や繁忙
期の支所内の連携・協力
体制の促進

災害警戒体制時などは支
所職員が支所業務を把握
し班の垣根を越えた対応
ができるようにする。

支所内の２班（地域振興班、
市民福祉班）が連携し、地域
住民の安心安全の要望に応え
る。

地域住民主体によるまち
づくりの広まりを推進す
る。

夏・秋のイベント時を中
心とした地域住民との協
働推進

イベント時期は支所職員
と地域住民の協働により
関係事業を実施する。

本郷夏フェスタや本郷ふるさ
とフェスタなど地域住民に関
係する事業について、各種団
体や地域住民との協働により
企画運営を実施する。

公共交通サービスの充実
と構築推進する。

利用者目線でニーズに
あった路線構築

美和病院が７月に移転す
るにあたり病院利用者の
利便性の向上

• 美和病院の診療時間帯や美
和地域のスーパーで買い物
が可能となるようなダイヤ
改正を目指す。

• 利用者にアンケートを実施
するなど利用者のニーズを
詳しく把握する。

観光地における利便性・
快適性を向上させ観光客
の増加、観光施設の整備
等を推進する。

らかん高原への観光客を
増やすため関係部署との
連携、協力体制の向上

らかん高原への観光客が
年々減少している状況を
食い止め、活性化してい
く。

施設の改修や新たな観光資源
の掘り起こしのため現在募集
中の地域おこし協力隊員と共
に「らかん高原の観光ビジョ
ン」の策定を目指し、らかん
高原の方向性を示す。

美和総合支所本郷支所 設定者 支所長 原田 常三
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